
宋
詩
論
に
み
る
つ
平
淡
の
休
」
に
つ
い
て

の

た

め

に

は

、

残

さ

れ

た

作

品

企

分

析

せ

ば
な
ら
な
い
》
し
か
し
、
宗
人
は
詩
話
と
い
う
形
式
で
、
多
く
の

論
な
桟
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
な
考
察
ナ
る
こ
と
に
よ
り
、
宋
詩
人

の
創
作
意
識
な
税
制
附
す
る
こ
と
も
、
宋
詩
川
内
…
併
の
…
つ
の
手
が
か
り

と
し
て
、
怠
味
、
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
Q

か
く
考
え
、
卑
見
を

〈

l
〕

ま
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
い
か
ふ
な
る
芸
術
も
時
代
の
子
で
あ
り
、
そ
の
時
代
独
特
の

様
式
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
栄
詩
論
に
求
め
れ
ば
、
コ
キ

淡
L

の
論
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
詩
に
却
し
て
い
え
ば
、
「
平
淡

の
体
」
で
あ
る
。
「
体
い
と
は
、
作
品
の
金
的
印
象
で
あ
り
、
作
品

か
ら
か
も
し
出
さ
れ
、
そ
の
作
品
安
つ
つ
ん
で
い
る
い
っ
て
も

よ
い
。
日
本
文
京
で
い
え
ば
「
あ
は
れ
い
と
か
「
さ
と
呼
ぶ
も

の

に

当

る

。

詩

論

民

お

い

て

は

、

か

く

制

ら
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で

あ

る
Q

i
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刊
に
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1
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h
J
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あ
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平
淡
に
関

平
淡
の
成
立
と
そ
の
構
造

に
お
け
る
平
淡
の
詩
風
を
見
れ
ば
、
ま
ず
林
遁
(
九
六
七
j

一O
二
八
)

の
が
あ
る
。
伎
は
常
に
貧
窮
に
甘
ん
じ
、
栄
利
を
求
め
ず
，
陶
潟

明
の
風
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
孤
山
の
庵
で
、
愛
す
る
格
支
部

(
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じ

た

七

律

は

、

け

だ

し

組

問

と

し

て
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後

人

て

い

る

ぷ

f
J
ヨ
叶
泊
、
〕
丸
凡
T

，

u
-
E
4お

衆
芳
揺
孫
独
前
例

・
ド
リ
M
A
風
情
向
小
鼠

b
b

，之
、
午
介

L

魂
を
断
つ
べ
し

い
れ
に
微
吟
の
相
押
る
べ
き
有
り

…
引
ひ
ず
…
出
版
の
金
尊
と
と
も
に
す
る
を
ρ

と
く
に
名
付
と
さ
れ
る
初
聯
は
、
格
的
の
イ
メ
ー
ジ
J
d
過
硲
に
捉
え

な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
に
終
ら
ぬ
深
い
合
誌
を
も
っ
て
い
る
。
円
十
京
の

一
占
行
九
/
〉
'
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巾
ア
レ
ハ
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ー
〉
勾
、
=
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J
C
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立
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い
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札
抗
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、
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ヲ
(
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J
d
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布
十
び
ノ
み
ま
才
り
J
J
J
i

上
る
出
足
げ
の
月
光
一
い
、
か
す
か
に
浮
動
す
る
淡
い
梅
の
昔
、
梅
の
も

つ
高
立
な
m仲
間
気
が
見
事
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
u

ほ
棋

な
隠
者
の
符
と
し
て
、
称
す
る
に
足
る
作
品
で
あ
る
と
思
う
υ

大
体
、
平
読
な
誌
と
い
う
の
は
、
放
し
い
治
神
の
燃
焼
と
は
反
対

の
凶
械
に
立
つ
、
し
み
じ
み
と
し
た
心
の
深
ま
り
を
基
強
と

ヰ~ヲ}
有記長
徴如
lJ!ト)~Ií
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手n
3ili 

衆
方
伝
活
し
て
独
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略
的
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し
、
そ
れ
を
満
足
さ
す
対
象
と
の
接
触
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
フ

て
、
林
辿
の
如
き
人
に
そ
の
場
所
を
得
や
す
い
の
で
あ
る
U

こ
の
詩
風
な
継
承
し
、
山
本
持
風
の
…
一
山
な
開
い
た
の
は
、
梅
ぃ
叫
ん
げ

ハ
字
は
明
命
、
一
O
Q
7
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六
一
け
一
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も
る
J
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好
み
、
林
述
と
交
遊
も
あ
っ
た
Q

そ
の
持
論
な
見
る
と
、

建
命
嘗
話
予
日
、
詩
家
隊
本
京
、
一
別
法
訪
亦
難
υ

荒
立
新
説
工
、

作
品
別
入
所
未
道
者
斯
為
山
弁
也
一
υ

必
能
状
難
ば
J

之
去
、
知
在
日
前
、

合
、
小
議
之
窓
、
見
於
一
一
口
外
、
然
後
為
市
失
u

(

ふ
つ
作
品
〉

詩
訟
の
務
挺
と
述
窓
の
い
ず
れ
に
も
舗
せ
ず
、
前
・
窓
と
も
に
新

し
み
の
あ
る
調
和
の
と
れ
た
も
の

'r持
し
と
し
て
い
る
υ

さ
ら
に
欣

円
円
ぷ
匁
争
ワ
バ
リ
こ

y
s乙
て
、

;

i

J

I
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nH引
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J
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、
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'
s
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'
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J
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恕
命
日
、
作
清
川
げ
於
心
、
覧
者
A
W
H

以
意
。
殆
難
指
隙
以
一
一
一
口
也
、
〕
雑

然
亦
可
時
滋
共
努
誌
。
十
万
隊
総
ぶ
判
的
存
水
慢
、
花
時
夕
刊
問
返
し

則
一
夫
容
時
態
、
融
和
飴
務
、
笠
一
小
如
和
問
前
乎
。
又
十
一
ね
混
庭
箔
「

鶏
諜
茅
zM月
、
人
法
板
橋
絹
L

、
町
「
悦
禽
時
頗
野
、
落
日
恐

ι

了
へ
一
日
宣

5
5
昔
、
号
レ
へ
よ
k

去

、

之

、

一

A
/
し
日
久
、
対
日
立
、
ゴ
ゴ
仁
区
別
糸
ヂ
-
Z
H
fパ

f

叩
/
'

こ
の
よ
う
に
彼
は
そ
の
詩
論
の
大
要
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
d

こ

ζ

広
い
う
、
話
・
意
e

写
景
・
合
法
問
は
以
後
の
京
詩
論
の
中
核
を
な

し
て
い
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
詩
句
に
心
を
剛
山
一
り
、
そ
の
内
部
に
深
い
意
を
合
荷
さ
せ
よ
う

主
す
る
俊
の
詩
は
、
枯
淡
な
表
現
一
の
内
に
深
遠
な
意
を
含
む
詩
体
と

ア

/''0 

0) 

di) 
る

最
も
よ
く
知
る
欣
妨
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-Jdth-r」
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よ
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梅
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弘
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尚
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瀬
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古
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難
問
郎
、
又
如
食
徹
約
、
真
味
久
愈
在
七
(
六
一
日
ぷ
)

と
評
し
て
い
る
。
部
文
土
い
い
い
ん
し
く
か
、
が
や
く
女
)
の
如
く
方
や
い
だ
心

を
山
中
に
ひ
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、
十
日
使
な
迩
を
み
せ
る
お
、
っ
さ
ぬ
味
い
を
合
布
す
る

詩

i
村
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一
許
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れ
る
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白
の
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は
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取
扱
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お
い
て
そ
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定
義

古
川
開
立
す
る
平
淡
の
体
と
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ほ
と
ん
ど
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東
域
が
向
・
柳
の
一
一
一
友
と
称
し
て
愛
一
読
し
、
極
め
て

評
価
す
る
現
出
は
、
そ
の

μ

表
一
間
は
枯
淡
な
様
相
な
が
ら
、
内
面

に
充
実
し
た
美
麗
さ
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
ο

内
外
と
も
に
枯
淡

な
の
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
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東
壌
が
一
史
に
、
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詩
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と
陶
詩
を
評
す
る
如
く
も
そ
れ
は
一
晃
質
朴
枯
淡
な
姿
を
示
し
な
が

ら
ミ
そ
の
実
、
内
溺
は
純
潔
に
し
て
肥
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち
表
高

な
に
げ
な
く
素
朴
平
易
な
こ
と
ば
で
淡
々
と
詠
い
上
げ
な
が
ら
、
そ

の
内
一
向
に
深
い
こ
め
よ
う
と
る
の
で
あ
る
。

九日

F
V
L
¥
1
1リ
川
1

i

一、、

ぷ
μ
lノ
亡
お
山
口
川
、
》
ノ

、af

九弘、、
r
-
i
J
J
1
1
J
I
S

，
、
ふ
w
v
s
i

佐川
wm
封一昨

H
…一
V
A
ト
ト
ト

崎
市
…
畑
、
犬
吠
深
悲
中
、
鶏
川
町
粂
樹
凶
…
¥

行
J
!
ト
守
口
三

:
:
1
三
、

L
A
A丸
γ
u
k
J
1

、
二
日
μ
μ
1
L
K
3
1
J
、

安
女
止

FI?ノ
厄
近

y
ゐ
J

H

A

一
警
廷
司
イ
矢
才
弘
Fisj

は
川
リ
(
冷
斎
夜
一
話
)

絞
り
引
く
陶
詩
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
川
出
御
さ
れ
よ
う
。
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あ
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。
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あ
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仁
広
ゴ

zyep
三」
y

，、企郡川似

7
2岸一

刻
紛
ら
究
活
況
ク
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、
九
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と
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J

仏
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孝
三
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J
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P
A
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叫

出
J

一，
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、
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f
A
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h
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と
、
若
い
減
革
一
般
な
作
詩
に
務
め
た
も
の
が
、
そ
の
華
麗

て
、
内
部
に
熱
し
て
く
る
と
よ
う
や
く
到

7?」
と
の
で
主

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
υ

宗
人
は
、
初
学
は
十
け
人
の
詩
な

そ
れ
を
自
家
楽
衝
中
の
も
の
と
し
て
し
か
る
の
ち
は
日
ら

依又
{去 i三i

こ
y

)
♂
(
」

，
円
ノ

F

一

J

〆
'υ

ー

を
成
し
せ
と
い
う
が
、
平
淡
は
こ
の
過
程
の
終
り
に
到
る
の
で
あ
る
。

そ
の
姿
に
見
る
ほ
ど
平
易
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
永
い
人
生
の

〈
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)

凝
縮
の
結
果
が
に
じ
ん
だ
詩
体
な
の
で
あ
る
β

方
小
思
議
・
涯
、
年
加
長
瓶
入
平
淡
也
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(
絞
海
山
内
話
)

と
、
同
九
九
可
も
同
様
の
こ
と
を
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

凡
文
章
先
恭
一
越
前
後
半
淡
、
如
問
時
之
序
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秋
冬
収
数
、
引
税
外
枯
中
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局
者
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也
叫

4

・3-
、i
!
J

万
夕
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改
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(

誌

に
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い

て
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し

か

し

そ
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当

し

て

、

へ

と

移

行

す

る
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表
閣
は
一
見
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組

Z
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4
1
ご
い
え
こ
支
〉
工
て
、
7
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L

、
ヨ
百
こ
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予
言
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、
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〉
古
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t
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I
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子一一

E
ん玄↓
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戸

中

ふ

る
一
一
夫
味
な
安
が
ひ
ブ
て
ん
で
い
る
》
こ
の
自
然
の
偉
大
な
作
用
の
過
程

を
設
も
歩
む
ベ
レ
/
ぐ
と
す
る
の
で
あ
る
ο

こ
の
よ
う
な
意
識
の
基
盤
に

は
、
老
?
の
い
う
、
一
-
凡
物
芸
芸
各
復
立
ハ
税
、
帰
根
日
静
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ハ
一
第
十

六
一
ど
と
い
っ
た
山
山
刊
訟
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
な
£
ー
淡
」
は
、
一
見
い
か
に
も
地
味
な

枯
淡
の
姿
な
も
つ
が
、
決
し
て
地
味
の
み
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
必

ず
時
に
「
誰
か
与
や
(
高
批
さ
い
と
ぎ
に
「
桔
巧
」
さ
が
そ
の
裏

づ
け
と
な
っ
て
い
る
深
み
の
あ
る
詩
境
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
表

部
と
長
討
が
否
定
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
止
揚
さ
れ
れ
ば

…
つ
の
秀
れ
つ
く
る
が
、
く
ず
れ
れ
ば
、
ど
う
に
も
な
ら

な

い

、

問

難

な

詩

の

体

と

い

う

こ

と

が

で

き

よ

と
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す
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な
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踏
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潟
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台
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迷
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。
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。
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検
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反
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梢
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ボ
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近
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近
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/
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さ
て
そ
れ
で
は
内
一
向
ば
と
い
え
ば
極
め
て
充
呪
さ
せ
る
必

あ
っ
J
に
w

内
面
の
充
実
と
は
、
詞
に
わ
れ
よ
い
賞
味
以
ト
の
深
い
設

を
布
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
含
訴
と
呼
ぶ
J
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比
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窓
)
と
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い
、
同
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部
味
方
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¥
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尽

之
意
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っ
て
い

る
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で
あ
る
。
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れ
は
議
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寓
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の
修
辞
で
は
な
い
。
敢
て
表

ぴ〕
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縮
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あ
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あ
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鉱
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鋭
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右
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叫
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縦
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川
川
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山
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司
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干
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司
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u
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子
J

g
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川
、
同

と
、
前
八
成
に
な
っ
た
如
、
き
合
唱
識
を
良
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
詩
作
に

お
い
て
彫
琢
は
不
可
欠
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
痕
を
露
わ
に
残
し

て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
一
見
、
人
工
を
加
え
ぬ
素
朴
な
姿
、
そ

の
内
に
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相
つ
た
め
に
は
、
対
象
に
深
ノ
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透
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L
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把
挺
し
仰
向

た
も
の
を
、
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す
て
な
が
ら
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核
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最
も
紫
朴
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簡
潔

に

安
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ろ

う
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あ
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仰
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述
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あ
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あ
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史
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収
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あ
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仰
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す
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あ
る
と
思

う
が
、
南
朱
に
お
い
て
は
そ
れ
が
、
適
度
に
流
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。
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あ
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